
 
 
 

１．開催の目的 

 

広島湾再生推進会議は、関係省庁や自治体などが連携して、海の再生を推進する「全国海の再生プロ

ジェクト」の一環として設立され、広島湾の良好な環境の再生を目指し、行政や地域住民が連携して環

境保全・再生に関する取り組みを総合的に推進することを目的とした「広島湾再生行動計画」を平成19

年3月に策定しています。 

今年度は「みんなで再生！広島湾～広島湾再生の活動体験＆ミーティング～」と題し、２回に分けて

市民参加型イベントを開催することとなり、第１回は、干潟での生き物観察講習や宮島水族館での取り

組み紹介を通じて参加者に広島湾の保全・再生に興味をもっていただくことを目的として、平成25年

10月20日（日）に開催しました。（※第２回は、平成25年11月16日（土）に開催予定） 

 

２．開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．参加者 

 

 今回の第１回イベントには、19 名（男性 17 名、女性 2 名）の方にご参加いただきました。年齢層

は、10～20 代の方が約半数、職業は学生と会社員の方が約 8 割ですが、その他様々な立場、年齢層の

方にご参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．開催結果 

 

4-1．宮島水族館の取り組み紹介 

 

 宮島水族館の職員の方にご案内いただきながら、館内の展示水槽や、普段見ることができないバック

ヤードの見学を行いました。 

  カキ養殖再現水槽では、飼育しているカキに餌（プランクトン）を与えるため、他の水槽とは異なり、

ろ過していない海水を循環させていることなどを解説いただきました。また、魚の展示だけではなく、

実験室では、広島湾流域の貴重な魚を繁殖させるための実験や、国内では宮島だけに生息する絶滅危惧

種のミヤジマトンボ幼虫の人工飼育など、生き物を保全するための様々な取り組みを行っていることを

紹介していただきました。 
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～広島湾再生の活動体験＆ミーティング～ ＜第１回 開催報告＞ 

開催日：平成２５年１０月２０日（日）1３:00～17:00 

会 場：宮島水族館 及び 宮島水族館前 大元干潟 

 

○開会・オリエンテーション 
 趣旨説明、広島湾再生行動計画の概要 

 生き物観察の方法について 
 

○宮島水族館の取り組み紹介（宮島水族館内） 
・水族館職員のご案内による、館内のカキ養殖再現水槽、ア 

マモ水槽などの展示水槽とバックヤード見学 

・広島湾の生き物の保全や PR のための取り組みについての 

ご紹介 
 

○生き物観察講習（宮島水族館前 大元干潟） 
・各班に分かれ、水族館職員とボランティアの指導の下、干 

潟の生き物観察と水質測定体験を実施 
 
○生き物観察結果のとりまとめ 

（宮島水族館 レクチャールーム） 
・各班ごとに、干潟での生き物観察結果のとりまとめを実施 
 

○発表 
・各班の代表者によるとりまとめ結果の発表 

プログラム 

大元干潟          アマモ展示水槽        カキ養殖再現水槽 
                      宮島水族館 

宮島水族館 

嚴島神社 

大元干潟 

イベント開催場所 

【職業】 

(42.1%)

(36.8%)

(10.5%)

(10.5%)

学生

会社員

教職員

その他

8 人 

7 人 

2 人 

2 人 

水槽裏側の設備の解説     実験室において、稚魚の繁殖やミヤジマトンボ幼生の飼育状況などの解説 

スナメリ水槽の裏側                カキ養殖再現水槽の様子 



4-2．生き物観察講習 

 

 参加者は各班に分かれ、宮島水族館前に広がる大元干潟において、生き物観察講習を行いました。 

 ほとんどの参加者は、このような干潟での生き物観察を体験するのは初めてでしたが、水族館職員と

ボランティアの方から、生き物の見つけ方や見分け方のコツを丁寧に解説して頂き、時間を忘れて色々

な場所での生き物観察を楽しんでいる様子でした。 

 また、「海の掃除屋さん」と呼ばれるアラムシロの習性を調べる簡単な実験も行いました。干潟上にア

サリのむき身を置くと、匂いに釣られたアラムシロがたくさん集まってきて、アサリをきれいに食べて

しまう様子が観察されるなど、干潟の生態系の不思議さを実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3．生き物観察結果のとりまとめと発表 

 

 最後は、各班ごとに、生き物の種類と見つけた場所、その場所の特徴などを模造紙に書き込む、生き

物観察結果のとりまとめを行いました。 

 また、今回生き物観察を行ってみた感想と、今後このような生き物観察イベントを行う場合の課題に

ついても話し合いました。 

 話し合った結果は、最後に各班の代表者に発表していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．参加者へのアンケート結果（抜粋） 

 

 参加者へのアンケート結果によると、今回のイベントでは、干潟での生き物観察講習がもっともよか

ったとの回答が得られました。生き物観察の方法についても、参加者全員が、ある程度理解ができたと

の回答が得られました。 

 また、今後参加してみたいイベントとしては、今回の生き物観察のような環境学習のほか、藻場をつ

くり育てるための活動や海岸ごみの清掃活動などの回答が多く得られました 

 

 

 

 

 

 
干潟の生き物観察の様子 

水族館とボランティアの方が製作した干潟の観察ノート（一部） 

ボランティアによる生き物観察方法の解説 見つけた生き物をチェックシートに記入 パックテストによる干潟の水質測定 

大鳥居より西側には広大な干潟が出現 石垣の隙間にカメノテを発見 カニの巣穴を掘り起こしてみると･･･？ 

干潟前面にはアサリ養殖場があり、杭を立

ててナルトビエイの侵入を防いでいる。 

アサリのむき身を置くと、どこから 

ともなくアラムシロが群がってくる 
干潟で熱心に生き物を探す参加者 

干潟 岩場 その他 干潟 岩場 その他

海岸や周りの様子

河川の流入

観察した場所

有　・　無

生き物観察記録用紙

班　

氏　　名

天　　候

ミズヒキゴカイ

メバル

ヨウジウオ

アオサ

ハクセンシオマネキ

フナムシ

マメコブシガニ

ヤマトオサガニ

コアマモ

タツノオトシゴ

タテジマイソギンチャク

タマシキゴカイ

ツバサゴカイ

ハオコゼ

ハマダンゴムシ

カラスボヤ

シロボヤ

オサガニ

カクベンケイガニ

カメノテ

ケフサイソガニ

アナジャコ

アマモ

コメツキガニ

シロスジフジツボ

スナガニ

チゴガニ

テッポウエビ

ニホンスナモグリ

マガキ

マテガイ

マルウズラタマキビ

アシハラガニ

コウダカアオガイ

スガイ

ソトオリガイ

ヒザラガイ

ホソウミニナ

ホトトギス

チェック
見つけた場所

名前 名前

貝

エビ・カ
ニ

エビ・カ
ニ

その他

海草

アサリ

見つけた場所
チェック

チェック表以外に見つけた生きもの：

パックテストの結果（海水のＣＯＤ）
　
　　　　　　　　　　　　　　mg/L

アラムシロ

イシダタミガイ

オキシジミ

カリガネエガイ

クチバガイ

クログチ

ＣＯＤ（化学的酸素要求量とは？）

・・・海水中にある有機物が、酸化剤によって酸化・分解されるときに使われる酸素の量のことで、海水が汚れているかどうかの目安になります。ＣＯＤが高いほど、海水中に有機

物などが多く含まれていることを表しています。

生き物観察チェックシート 

参加者による話し合いの様子 とりまとめ結果や感想などの 
発表の様子 

生き物観察結果の感想、今後の課題 

（課 題） 

○専門用語を、易しい言葉でレクチャーできればよい。 

○日頃、なかなか干潟を観察できる場所や機会が無い。 

○簡単に生き物の種類がわかるようなテキストなどがあ 

った方がよい。 

○ガイドさん、生物図鑑、観察道具があればよい（自分

では用意がむずかしい）。 

○このようなイベントは、インターネットでもっと広報

すべき。 

○観察時間は長めにした方がよい。また、アマモが観察

できるように、もっと潮がよい時期に行うべき。 

 

（感 想） 

○実際に目で見て、手で触って観察することが楽しい。 

○生物が生息可能な場所（岩や砂場）の理由が分かった。

○もっと色々現地を見たい（写真だけではわからない）。

○他の海の生物と比較してみたい。 

○生産性のある海だと感じた。 

○隠れた生き物が沢山出てきて集まるので驚いた。 
生き物観察結果のとりまとめ 

（模造紙に、生き物の写真や見つけた場所などを記入） 

参加者へのアンケート結果（抜粋） 
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干潟での生き物観察講習

宮島水族館の取り組み紹介
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あまり理解できなかった
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干潟の生き物観察などの環境学習

藻場をつくり育てるための活動

海岸ごみなどの清掃活動

広島湾の水環境の再生に関するシンポジウムやフォー…

森林保全などのボランティア活動

広島湾の水環境を体感できるイベント（クルーズや海辺…

今回のような、広島湾の水環境について皆で考えるワー…

その他

人

今回のイベントで一番良かった内容    生き物観察の方法の理解度     今後、どのような企画があれば参加したいか 


